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Ⅰ　はじめに

　知的障害教育において伝統的に実施されてきた
「各教科等を合わせた指導」は，学校教育法施行
規則第130条第２項を根拠とし，遊びの指導，生
活単元学習，作業学習として教育課程の中心に置

かれてきた。しかし，田淵・佐々木・東（2019）
によると，知的障害特別支援学校教員は，授業づ
くりに関する要領の不明瞭や未確立という技術的
課題と，「各教科等を合わせた指導」と「教科別
指導」の調和的理解の不調という理念的課題を感
じることがある。端的には「各教科等を合わせた

要　約

　「各教科等を合わせた指導」は，知的障害教育における代表的な指導の形態として，子どもの主体性を
重視し，実際の生活に即した実践を促進している。一方で，その授業の目標や評価の曖昧さ，各教科との
関連の不明瞭さ等の指摘がなされてきた。平成29年の学習指導要領改訂に伴い「育成を目指す資質・能力」
を明確にした授業づくりが求められ，「各教科等を合わせた指導」においても「育成を目指す資質・能力」
を明確にした実践が求められている。
　そこで，本稿では，学習指導要領に基づき，「各教科等を合わせた指導」における「育成を目指す資質・
能力」とはそもそも何か，他校種との比較対照並びに文献等から明らかにし，実際の授業づくりにおける
「育成を目指す資質・能力」の位置づけを検討した。
　その結果，「育成を目指す資質・能力」は，「教科等の枠組みにおいて育成を目指す資質・能力」と「教
科等横断的に育成を目指す資質・能力」の２つに分けて捉えられ，校種や障害種によって異なるものでは
ないことが明らかになった。そして，「各教科等を合わせた指導」においても，教科等の枠組みにおいて
育成を目指す資質・能力が必然的に育成されるであろうことが指摘された。
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指導の授業づくりをどのようにしたらよいのか」
や「各教科等を合わせた指導と，教科別指導のど
ちらがよいのか」などの葛藤や迷いであることが
示唆されている。
　平成29年４月告示の「特別支援学校幼稚部教育
要領，小学部・中学部学習指導要領」（以下，特
別支援学校学習指導要領と記す）では，「各教科
等を合わせた指導」において教科の目標及び内容
を取り扱うこと，ならびにその適切かつ明確な説
明の必要が強調された。このことは，授業者の葛
藤や迷いの解消に寄与する方策となるかもしれな
い。
　そもそも，この背景となった中央教育審議会特
別支援教育部会（2016）における課題の指摘と，
それを受けた「幼稚園，小学校，中学校，高等学
校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及
び必要な方策等について（答申）」で改訂の方針
としての指摘（2016）であり，これらを表１に一
覧した。ここでは，両者の指摘について関連内容
を併記し，それらをカテゴリー化し，階層的に表
記した。これによれば，【「各教科等を合わせた指
導」と資質・能力の関連】を整理したうえで，授
業者は【指導の形態として「各教科等を合わせた
指導」が採択される根拠】を踏まえ，【「各教科等
を合わせた指導」における教科の目標と内容】と
【「各教科等を合わせた指導」と教科における評
価】を明示的に取扱うことが求められているとい
える。

　これに基づいて，特別支援学校学習指導要領で
は，知的障害教育における「各教科等を合わせた
指導」について，「各教科等を合わせて指導を行
う場合においても，各教科等の目標を達成してい
くことになり，育成を目指す資質・能力を明確に
して指導計画を立てることが重要となる」と解説
が加えられた。
　すなわち，「各教科等を合わせた指導」におけ
る授業づくりにおいては，「育成を目指す資質・
能力」をどのように育むか，といったこれまでと
は異なる視点での授業づくりが求められ，「各教
科等を合わせた指導」と教科の関連を明確にする
具体的要領を早急に検討する必要があると考えら
れる。
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表１ 「各教科等を合わせた指導」における教科の目標及び内容の取扱いの背景 

カテゴリー 改訂の方針 課題の指摘 

【「各教科等を合わ

せた指導」と資質・

能力の関連】 

 

 

・小学校等の学習指導要領等の

改訂において，各学校段階の全

ての教科等において育成を目

指す資質・能力の三つの柱に基

づき，各教科等の目標や内容が

整理されたことを踏まえ，知的

障害者である児童生徒のため

の各教科の目標や内容につい

て小学校等の各教科の目標や

内容の連続性・関連性を整理す

ることが必要である。
注）

 

・小学校等の各教科等の改善・充実や教育課程

の改訂の動向を踏まえ，知的障害教育の全ての

教科で育成すべき資質・能力を，３つの柱に沿

って，各教科の目標・内容を検討するというこ

とが必要である。 

・小学校等の各教科等を通して育成される資

質・能力と知的障害教育の各教科を通して育成

される資質・能力については，同じものである

と考えられる。 

・各教科等を合わせた指導の形態である日常生

活の指導や生活単元学習，作業学習等において

も，各教科等で求められる資質・能力を育成で

きることを明確に示す必要がある。 

【「各教科等を合わ

せた指導」における

教科の目標と内容】 

・各教科については，小学校等

の各教科の内容の改善を参考

に，社会の変化に対応した各教

科の内容や構成の充実を図る

ことが必要である。 

 

・教育課程を可視化する視点から，教科間相互

の関連を図る教育課程にするためにも，学習指

導要領に，各教科等を合わせた指導である日常

生活の指導，遊びの指導，生活単元学習，作業

学習を，教科間相互の関連を図って展開するに

当たっての留意事項などについて記述するこ

とが必要である。 ・各部の各段階において育成を

目指す資質・能力を明確にする

ことで計画的な指導が行われ

るよう，各段階共通に示してい

る目標を，段階ごとに示すこと

が必要である。 

・各教科等を合わせた指導は，各教科や自立活

動といった領域との関連をしっかりと捉えて

展開していく必要がある。 

【「各教科等を合わ

せた指導」と教科に

おける評価】 

・児童生徒一人一人の学習状況

を多角的に評価するため，各教

科の目標に準拠した評価の観

点による学習評価を導入し，学

習評価を基に授業評価や指導

評価を行い，教育課程編成の改

・各教科等を合わせた指導において，各教科間

の関連を重視した上で，合わせた指導と各教科

で示された目標や内容との関連を示す方法や，

教育課程や学習・指導方法の改善と一貫性を持

った学習評価の在り方についても検討する必

要がある。 

表１　「各教科等を合わせた指導」における教科の目標及び内容の取扱いの背景
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善・充実に生かすことのできる

PDCA サイクルを確立すること

が必要である。 

・今後は，知的障害教育においても，育成すべ

き資質・能力の３つの柱に沿って，各教科にお

ける子供の学習状況を分析的に捉える評価の

観点に沿った学習評価を検討する必要がある。 

・小学校等の各教科の目標と評価基準の関係か

らみると，知的障害のある児童生徒のための各

教科は，評価基準が明確ではない。 

・現在，国が知的障害の特別支援学校に定めて

いるのは，知的障害の各教科の内容をしっかり

子供に提供して目標を達成させてくださいと

いうという 1 点になろうかと思う。それをどの

ように指導するかということは，各学校の裁量

である。単元開発を教師に委ねるときに，教師

にその力が十分にあるとは言いにくい状況が

あり，合わせた指導，単元開発を教師が担うこ

となど，これまでの実践の総括を行うことが必

要である。 

【指導の形態として

「各教科等を合わせ

た指導」が採択され

る根拠】 

 

・教科別や領域別に指導を行う

場合の基本的な考え方を十分

に理解した上で，各教科等を合

わせた指導が行われるよう，学

習指導要領等における示し方

を工夫することが重要である。 

 

 

 

 

 

・知的障害の特別支援学校によっては，特別支

援学校用教科書（知的障害用）を十分に活用し

ていなかったり，「各教科等を合わせた指導」を

行う理由が不明確であったりする学校がある。 

・現在の学習指導要領では，「特に必要があると

きは」としか記述しておらず，どのような場合

に合わせることができるかということについ

て示していない。 

・「合わせた指導を行った方が効果的なことも

多い」という記述もあるが，何をもって効果が

あったと判断するかというと，現行の児童生徒

指導要録の様式では，教科等の教育内容が十分

に定着したかどうかを記載することを教師が

自覚しにくいような側面もある。 

・知的障害の特別支援学級の教育課程編成につ

いて，若手教員が増えて，合わせた指導の意味

を十分に理解していない現状がある。 

 

 



217知的障害特別支援学校における「育成を目指す資質・能力」と「各教科等を合わせた指導」の関連　

Ⅱ�　「各教科等を合わせた指導」と

　　「育成を目指す資質・能力」の関連

１�　学習指導要領が示す「育成を目指す資質・能

力」とは

　情報化，グローバル化といった変化の激しい時
代において，単に知識を覚えていることより，調
べたことを使って考え，情報や知識をまとめて
新しい考えを生み出す力や，多様性を生かして，
問題を解き，新しい考えを創造できる力が重要
になってきている（国立教育政策研究所，2016）。
奈須（2017）によると，こうした視点は諸外国に
おいても，ＯＥＣＤによるキーコンピテンシーの
提起，ＰＩＳＡによる学力調査，北米を中心とし
た21世紀型スキル等，先進的に取り組まれてきて
いる。このように，学校教育が子供にトータルで
育成すべき「資質・能力」を明確化し，それを基
盤にカリキュラムを編成し授業を生み出そうとの
動きが，近年，世界的に活況を呈しているとされ
ている。
　我が国においても今後，育成が求められる資
質・能力を洗い出し，可視化するとともに，それ
らと各教科等における具体的な教育目標・内容と
の関係等について学習指導要領に示すことによ
り，各教員が学習指導要領や学校の教育課程全体
のねらいを適切に理解・実践し，児童生徒に求め
られる資質・能力を日々の授業において計画的か
つ効果的に育成することができるようにすること
が求められている（中央教育審議会，2014）とさ
れ，資質・能力の育成を踏まえた教育が指向され
た。
　その後の中央教育審議会（2016）による「幼稚
園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校
の学習指導要領等の改善及び必要な方策等につい
て（答申）」において，これまでの学校教育にお
いて教育の目的とされてきた「生きる力」の育成
に関する理念を①「何を理解しているか，何がで
きるか（生きて働く「知識・技能」の習得）」②
「理解していること・できることをどう使うか（未
知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現

力」の育成）」③「どのように社会・世界と関わり，
よりよい人生を送るか（学びを人生や社会に生か
そうとする「学びに向かう力・人間性等」の涵養）」
という三つの柱として整理し示した。このことは
学校教育法第30条第２項が定める学校教育におい
て重視すべき三要素「知識・技能」「思考力・判
断力・表現力等」「主体的に学習に取り組む態度」
とも共通し，学力の捉え方の拡大といえる。この
答申を踏まえて小学校学習指導要領が改訂，告示
されたわけだが，この改訂の基本方針として「子
供たちが未来社会を切り拓くための資質・能力を
いっそう確実に育成することを目指す」ことが挙
げられている。それに資するべく，育成を目指す
資質・能力は，全ての教科等の目標及び内容を「知
識及び技能」，「思考力・判断力・表現力等」，「学
びに向かう力，人間性等」の三つの柱で再整理さ
れた（文部科学省，2017）。つまり，この三つの
柱に基づいた各教科等の目標・内容に記されてい
るものが育成を目指す資質・能力の具体的内容で
ある。
　一方で，小学校学習指導要領（平成29年告示）
解説総則編（文部科学省，2017）では，「学校教
育全体及び各教科等の指導を通してどのような資
質・能力の育成を目指すのかを，資質・能力の三
つの柱を踏まえながら明確にすることが求められ
る。」とし，教科等横断的な視点に立った資質・
能力の育成の例を二つ挙げている。その一つが，
「学習の基盤となる資質・能力」である。具体的
には、言語能力，情報活用能力，問題発見・解決
能力等である。もう一つが「現代的な諸課題に対
応して求められる資質・能力」である。これは，
豊かな人生の実現や災害等を乗り越えて次代の社
会を形成することに向けた現代的な諸課題に対応
して求められる資質・能力を指している。いずれ
も，各教科の枠組みを超えて，教科等横断的な視
点に立って育成する旨が規定されている。なお，
これは中学校学習指導要領（平成29年告示）解説総
則編，高等学校学習指導要領 ︵平成30年告示︶ 解
説総則編においても同様の記述がなされている。
　すなわち，資質・能力は，「知識及び技能」，「思
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考力・判断力・表現力等」，「学びに向かう力，人
間性等」の三つの柱を踏まえつつ，次の２つに大
別される。第一に，各教科等の目標・内容に示さ
れた「教科等の枠組みを踏まえて育成を目指す資
質・能力」である。第二に，各教科の枠組みを超
えた「教科等横断的な視点に立った資質・能力」
である。この構造イメージを図１に示した。
　なお，このことは，特別支援学校学習指導要領
にも同様に記述されている。唯一の違いは，特別
支援学校の学習指導要領解説に「障害の状態や特
性」を踏まえることが留意点として示されている
ことである。

２�　知的障害教育における「育成を目指す資質・

能力」とは

　「特別支援教育部会における審議のまとめ」（中
央教育審議会特別支援教育教育課程部会，2016）
において，「今回の小学校等の学習指導要領の改
訂において，各学校段階の全ての教科等におい
て，育成を目指す資質・能力の三つの柱に基づき，
各教科等の目標・内容が整理される方向であるこ
とを踏まえ，知的障害者の子供たちのための各教
科において育成を目指す資質・能力の三つの柱は
小学校等の各教科と同じであることを明確に示す
とともに，知的障害者である子供たちのための各
教科の目標・内容について小学校等の各教科の目

標・内容との連続性・関連性を整理することが必
要である。」と課題が示されている。また，中央
教育審議会（2016）においては，「資質・能力の
三つの柱など，育成を目指す資質・能力について
の基本的な考え方を，通常の学級，通級による指
導，特別支援学級，特別支援学校において共有す
ることで，子供の障害の状態や発達の段階に応じ
た組織的，継続的な支援が可能となり，一人一人
の子供に応じた指導の一層の充実が促されていく
と考えられる。」と記されている。
　こうした流れを受け，特別支援学校学習指導要
領（文部科学省，2017）では，知的障害者である
児童または生徒を教育する場合の各教科の目標と
内容を，育成を目指す資質・能力の三つの柱に基
づき，構造的に示し，かつ，小学校，中学校，高
等学校の各教科等の目標や内容等との連続性や関
連性を整理している。
　このことから，知的障害教育における「育成を
目指す資質・能力」は小・中学校等における「育
成を目指す資質・能力」と同じであり，障害の有
無や種類によって異なるものではないといえる。

３�「各教科等を合わせた指導」における「育成を

目指す資質・能力」とは
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２ 知的障害教育における「育成を目指す資質・能力」とは 

 「特別支援教育部会における審議のまとめ」（中央教育審議会特別支援教育教育課程

部会,2016）において，「今回の小学校等の学習指導要領の改訂において，各学校段階の
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教育する場合の各教科の目標と内容については，
段階を新設し，段階ごとの資質・能力を明確にす
るなど，従前よりも詳しく説明されている。しか
し，「各教科等を合わせた指導」については，指
導の形態ごとの目標及び内容は具体的に示されて
いない。これは，「各教科等を合わせて指導を行
う場合，各教科，道徳科，外国語活動，特別活動
及び自立活動の内容を基に，児童生徒の知的障害
の状態や経験等に応じて，具体的に指導内容を設
定するもの」（文部科学省，2017）と規定されて
いるように，「各教科等を合わせた指導」におい
ては，知的障害者である児童・生徒を教育する場
合の各教科等の目標・内容を扱うことで資質・能
力を育成するものとされていることが根拠として
考えられる。つまり，「各教科等を合わせた指導」
において「育成を目指す資質・能力」は，知的障
害者である児童または生徒を教育する場合の各教
科等において「育成を目指す資質・能力」に示さ
れているものと同じである。

４�「各教科等を合わせた指導」の授業づくりにお

ける「育成を目指す資質・能力」の位置づけとは

　特別支援学校学習指導要領 ︵文部科学省，2017︶
において，「教育課程の編成に当たっては，学校
教育全体や各教科等における指導を通して育成を
目指す資質・能力を踏まえつつ，各学校の教育
目標を明確にする」とされている。そして，特
別支援学校学習指導要領解説総則編（文部科学
省，2017）では，各学校の教育目標を設定する際
の重要事項として，学校として育成を目指す資
質・能力が明確であること，学校や地域の実態に
即したものであること等が挙げられている。この
ことは，特定の教科等における資質・能力ではな
く，教科等横断的な視点に立ってどのような資
質・能力を育成したいと考えているのか，学校独
自に定める必要性があることを述べているものと
考えられる。
　一方，「各教科等の枠組みを踏まえて育成を目
指す資質・能力」については，各教科等の章の目標
や内容において，それぞれの教科等の特質を踏ま

えて整理されている ︵ 文部科学省，2017︶ とあるよ
うに，三つの柱に基づき整理され，学習指導要領
において具体的に明記されたものを指している。
　小学校学習指導要領（平成29年告示）解説総則
編（文部科学省，2017）において「指導に当たっ
ては，教科等ごとの枠組みの中だけではなく，教
育課程全体を通じて目指す学校の教育目標の実現
に向けた各教科等の位置付けを踏まえ，教科等横
断的な視点をもってねらいを具体化したり，他の
教科等における指導との関連付けを図りながら，
幅広い学習や生活の場面で活用できる力を育むこ
とを目指したりしていくことも重要となる」とあ
るように，学校教育目標の実現には，各教科等の
枠組みを踏まえて育成する資質・能力と，それら
を教科等横断的な視点で捉えて育成する資質・能
力という２層の構造が重要であると考えられる。
また，学校教育目標で定められた「育成を目指す
資質・能力」が教科横断的なマクロの視点に基づ
いたものだとすれば，各教科等において「育成を
目指す資質・能力」はミクロの視点に基づいたも
のと考えられる。
　すなわち，各教科等の内容が広範囲に扱われる
とされている「各教科等を合わせた指導」の授業
づくりにおいては，学校教育目標で明確化された
学校全体で「育成を目指す資質・能力」を育むた
めに，教科横断的視点（マクロの視点）で単元を
通してどのような資質・能力を育成したいのかを
明らかにし，そのために必要な各教科等で育成さ
れる資質・能力が何か（ミクロの視点）を個別に
具体化し，実践を行うといった位置づけがなされ
ていることが構想される。最も抽象度が高く示さ
れた育成を目指す資質・能力が学校教育目標であ
り，以下，学部教育目標，各教科等を合わせた指
導の目標，各教科等の目標と段階的に抽象度は低
くなる。換言すれば、より具体的になる。このイ
メージを図２に示した。
　この具体化の過程はまさに授業づくりといえ
るが，ここでは，各教科等の内容をどのように
扱うかが課題となる。このことについて特別支
援学校学習指導要領解説各教科等編（文部科学
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省，2017）では，各教科等を合わせて指導を行う
場合，各教科，道徳科，外国語活動，特別活動及
び自立活動の内容を基に，児童生徒の知的障害の
状態や経験等に応じて具体的に指導内容を設定す
る，と規定している。この「具体的に指導内容を
設定する」という一文の意味について，全日本特
別支援教育研究連盟（2017）では，新学習指導要
領に示される各教科等の内容を基に，一人一人に
応じた指導内容を選択し，児童生徒が学習しやす
いように単元や題材を設定することを意味してい
ると考えられるとしており，各教科の内容のすべ
てを「各教科等合わせた指導」の中で扱うことが
前提にあるのではなく，個別のニーズに応じた各
教科等の内容を設定すべきであることが指摘され
ている。また，「児童生徒が学習しやすいように」

という意味は，知的障害者である児童生徒の学習
上の特性である「実際の生活場面に即しながら」
（文部科学省，2017）を踏まえたものである。つ
まり，「実際の生活場面に即しながら」というこ
とと，「具体的に指導内容を設定する」というこ
ととの両者を踏まえるということは，実際の生活
場面の中で一人一人にどのような指導内容が関連
するのかを意図した授業づくりであることが考え
られる。
　すなわち，「各教科等を合わせた指導」におい
ては，実際的な生活場面で発揮される姿を単元に
おける目標とし，その文脈の中で必然的に関連付
けられる各教科等の目標・内容を踏まえた授業づ
くりを行い資質・能力を育成していくという関係
である。このイメージを図３に示した。

図３　各教科等を合わせた指導における「単元における個別の目標」と
「各教科の目標・内容」との関連のイメージ

図２　各教科等を合わせた指導における「育成を目指す資質・能力」の位置づけのイメージ
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間のつながりを踏まえた教育課程の編成），③どのように学ぶか（各教科等の指導計

画の作成と実施，学習・指導の改善・充実），④何が身に付いたか（学習評価の充実），

⑤児童生徒一人一人の発達をどのように支援するか（児童生徒の調和的な発達を支え
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Ⅲ　まとめ

　「育成を目指す資質・能力」は，「教科等の枠
組みにおいて育成を目指す資質・能力」と「教科
等横断的に育成を目指す資質・能力」の２つに分
けて捉えられ，校種や障害種によって異なるもの
ではないことが明らかになった。そして，「各教
科等を合わせた指導」においても，教科等の枠組
みにおいて育成を目指す資質・能力が必然的に育
成されるであろうことが指摘された。
　令和２年度から、特別支援学校小学部において
は特別支援学校学習指導要領が全面実施となる。
「育成を目指す資質・能力」を「各教科等を合わ
せた指導」の実際の授業づくりに反映させるべく，
その要領の開発が喫緊の課題である。

注）平成29年４月に告示された，特別支援学校幼
稚部教育要領，小学部・中学部学習指導要領に
おける，総則の構造は，学校種別を超え，①何
ができるようになるか（育成を目指す資質・能
力），②何を学ぶか（教科等を学ぶ意義と，教
科等間・学校段階間のつながりを踏まえた教育
課程の編成），③どのように学ぶか（各教科等
の指導計画の作成と実施，学習・指導の改善・
充実），④何が身に付いたか（学習評価の充実），
⑤児童生徒一人一人の発達をどのように支援す
るか（児童生徒の調和的な発達を支える指導），
⑥実施するために何が必要か（教育課程の実施
に必要な方策），の六つの柱に基づいて構成さ
れている（文部科学省，2017）とされている。
上記①何ができるようになるか（育成を目指す
資質・能力）については，「知識及び技能」「思
考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力，
人間性等」の三つの柱が示され，知的障害者で
ある児童生徒に対する各教科等においてもこの
三つの柱に沿って整理されるなど，大きく改善
及び充実が図られた。また，中学部に２段階が
新設され，各段階における育成を目指す資質・
能力の明確化を図るなど，知的障害教育にける
各教科の示され方は今回の改訂の大きな特徴で

あると言える。その中で，「各教科等を合わせ
た指導」についても，「各教科等を合わせて指
導を行う場合においても，各教科等の目標を達
成していくことになり，育成を目指す資質・能
力を明確にして指導計画を立てることが重要と
なる。」との一文が特別支援学校学習指導要領
解説各教科等編（文部科学省，2017）に新たに
加えられるなど，「育成を目指す資質・能力」
を踏まえた授業づくりが求められている。

付記

　本稿は，「いわて子ども主体の知的障害教育を
学ぶ会」との共同研究による成果物の一つである。
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